
☆

に

入

る

言

葉

を

、

の

中

か

ら

選

ん

で

書

き

ま

し

ょ

う

。

名 前

同
じ
読
み
方
の
漢
字
①

◎

上
の
言
葉
に
合
う
下
の
言
葉
を
線
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・

・

・

・

「
泣
く
」
と
「
鳴
く
」
は
、
ど

ち
ら
も
「
な
く
」
と
読
み
ま
す
が
、

意
味
や
使
い
方
は
ち
が
い
ま
す
。

文
の
中
で
の
言
葉
の
意
味
を
考
え

て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

朝
、
に
わ
と
り
が

赤
ち
ゃ
ん
が
大
声
で

泣
く

鳴
く

・
は
さ
み
で
紙
を

。

①
・
シ
ャ
ツ
を

。

着
る

切
る

・
考
え
を
み
ん
な
に

。

②
・
魚
を
川
に

。

話
す

放
す

・
本
を
図
書
室
に

。

③
・
子
ど
も
を
家
に

。

返
す

帰
す

・
朝
、
目
を

。

④
・
や
か
ん
の
湯
を

。

覚
ま
す

冷
ま
す

・
く
つ
に
ど
ろ
が

。

⑤
・
見
学
地
に

。

着
く

付
く

・
友
だ
ち
と
話
が

。

⑥
・
店
で
友
だ
ち
に

。

会
う

合
う

・

夏
。

⑦
・

お
茶
を
の
む
。

・

本
を
読
む
。

厚
い

熱
い

暑
い

・
げ
ん
か
ん
の
戸
を

。

⑧
・
夜
が

。

・
時
間
を

。

明
け
る

空
け
る

開
け
る
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